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高血圧は、どんな病気？

高血圧とは、血圧が高い状態が続いてしまう病気です。頭痛やめまいなどの
症状が出ることもありますが、ほとんどの人では自覚症状がありません。

長い間放置することで、血管や心臓にストレスを与えることになり、脳卒中、
心筋梗塞、腎不全になるリスクが高くなります。

血圧の評価は家庭血圧が最も実際の血圧を表しているとされています。

日本人の4,300万人が高血圧症です。
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血圧がいくつだと高血圧なのでしょうか？

診察室血圧で１４０/９０mmHg以上だと高血圧です。
家庭血圧では１３５/８５mmHg以上です。

家庭血圧による高血圧診断、効果判定
には、７日間の朝・晩それぞれの測定値の
平均値を用います。

最近では血圧の正確な評価のために
家庭血圧が重視されています。
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家庭血圧測定のポイント



高血圧症からくる合併症
高血圧症自体にはほとんど自覚症状がありません。

しかし、高血圧の状態を長年放置すると、血管に絶えず高い圧力がかかり、血管が硬くもろくなります。そこから
動脈硬化が進行し、脳卒中や心臓病をはじめとして全身に様々な合併症を生じます。

脳卒中：
脳の血管が破れて出血したり、詰まったり
してしまう病気です。生命の危険があります。

心筋梗塞：
心臓の血管が詰まって、心臓の筋肉が
壊死してしまう病気です。生命の危険があります。

心不全：
心臓の筋肉が弱って、血液をうまく送り出せなくなった
状態です。

腎不全：
腎臓の機能が著しく低下した状態です。
腎臓の細い血管が障害を受けると、血液を正常に
ろ過できなくなります。悪化すると透析が必要になります。

心房細動



高血圧の治療

家庭血圧を測定しましょう！

減塩が最も大切 （１日６グラム 未満が目標）

腹八分目

適量のアルコール
（日本酒１合、ビール500ｍｌ、ワイングラス２杯、ウイスキー シングル２杯）

軽めの運動 毎日散歩 ３０分

降圧薬を内服 （医師と相談）
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降圧剤について

上記降圧剤を単剤、あるいは組み合わせ
て使用します。

患者さんの併存疾患により、使用が望ま
しい、あるいは使用を控えた方がよい薬
もあります。かかりつけ医と相談しながら、
薬を選択していきます。
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糖尿病ってどんな病気？

血糖（血液中のブドウ糖）が必要以上に多くなる病気です。
血糖が多くなると尿に糖が出てくるため、糖尿病とよばれています。

高い状態が続くことで、全身の血管や神経が障害され、いろいろな
合併症を引き起こします。

糖尿病、糖尿病が疑われる人は、
日本全体で合計 約2050万人います。
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糖尿病ってどんな病気？



糖尿病の定義

空腹時血糖 １２６以上

随時血糖 ２００以上
随時血糖：食事摂取の有無、時間をきめずに血糖を測定

HbA1c ６．５以上
ヘモグロビン エーワンシー：過去１～２ケ月の血糖の平均値を表す。
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糖尿病の症状

糖尿病になったばかりの人は無症状です。

長年血糖が高い状態がつづくと、合併症
に伴う症状で初めて糖尿病がわかること
もあります。

合併症が進行してからでは治療が困難と
なるため、何も症状がない初期のうちに、
糖尿病の治療を始めることが大切です。
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糖尿病の治療

食事療法！ （野菜多めに、腹８分目、減塩）

運動療法！ （有酸素運動・筋肉トレーニング）

飲酒は適度に！ 禁煙を！

薬物治療 （内服治療・インスリン注射など）
かかりつけ医と相談しながら
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有酸素運動 ：散歩、軽いジョギング、サイクリング、水泳

筋肉トレーニング ：スクワット、腹筋、腕立て伏せ



薬物治療



最近、慢性腎臓病（CKD）という新しい病気の概念が注目されています

GFR: 腎機能の指標●



１．検尿検査にて、尿蛋白の有無を確認できます。

２．推定糸球体濾過量（eGFR）は、血液検査で確認できます。

eGFRとは？ （ 腎機能の指標 ）
腎臓には、血液中の老廃物を取り出して尿をつくる、身体のろ過装置としての役割があります。
eGFRとは腎臓のろ過の働きを示す数値で、eGFRが低いほど、腎臓の働きが低下していることを示します。
血液中のクレアチニン値を測定することで、年齢と一緒に特別な式に入れるとeGFRがわかります。
元気な人は、おおよそeGFR１００です。eGFRの値で、自分がおおよそ何％の腎臓の働きかわかります。

慢性腎臓病 （CKD シーケーデイー）●





慢性腎臓病（CKD）とは

１．慢性腎臓病（CKD）は透析を要する腎不全の予備軍！

ＣＫＤが重症化すると透析治療が必要になります。日本の透析患者さんは約３３万人、国民約４００人に
１人です。透析患者さんの増加は世界共通の問題です。

２．慢性腎臓病は、心筋梗塞や脳卒中などの心血管疾患に対する重大な危険因子！

中程度も腎機能低下や、蛋白尿があると、心筋梗塞や脳卒中といった心血管疾患の危険が高まることが
分かってきました。CKDでは、心血管疾患の発症が約３倍と報告されています。

３．慢性腎臓病 推定患者数は、約１３３０万人！ 成人の８人に１人です
自覚症状のない『新たな国民病』

慢性腎臓病は自覚症状がないため、ほとんどの患者さんは、自分で病気であることを知りません！
必ず健康診断を受けましょう！









慢性腎臓病のうち、糖尿病性腎症、腎硬化症（高血圧症）は、治せない病気。
治療は、進行を遅らせることをめざします。




